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こ
の
調
査
は
「
印
西
市
の
住
み
や

す
さ
や
継
続
居
住
の
意
向
と
い
っ
た

住
み
心
地
」「
環
境
・
福
祉
・
産
業
・

教
育
・
都
市
基
盤
・
行
財
政
と
い
っ

た
行
政
の
各
分
野
の
施
策
に
対
す
る

重
要
度
や
満
足
度
」
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
調
査
は
、
昨
年
8
月
、
市
内
全
域

か
ら
満
　
歳
以
上
の
市
民
3
街
0
0

20

0
人
を
無
作
為
に
抽
出
。
1
街
6
0

0
人
（
有
効
回
答
数
）
の
み
な
さ
ん

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要

【
住
み
や
す
さ
の
市
民
意
識
】

　「
住
み
や
す
い
」
が
　
・
1
%
、「
ど

37

ち
ら
か
と
い
う
と
住
み
や
す
い
」
が

　
・
8
%
と
、
約
8
割
の
人
が
住
み

41や
す
い
と
感
じ
て
い
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

【
継
続
居
住
の
市
民
意
識
】

　
8
割
以
上
の
人
が
「
印
西
市
に
住

み
続
け
た
い
」
と
答
え
て
お
り
、
そ

の
理
由
と
し
て
「
自
然
環
境
や
公
園

な
ど
が
整
っ
て
い
て
緑
が
多
い
」
が

　
・
5
%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
買

64い
物
な
ど
日
常
生
活
に
便
利
」　
・
51

7
%
、「
ま
ち
並
み
や
景
色
な
ど
の

市
内
の
景
観
が
良
い
」　
・
5
%
の

27

順
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
印
西
市
に
住
み
た
く
な

い
」
と
答
え
た
人
は
約
　
%
で
あ
り
、

10

そ
の
理
由
は
「
バ
ス
や
電
車
な
ど
の

公
共
交
通
が
不
便
」
が
　
・
9
%
と

73

最
も
多
く
、
次
い
で
「
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
が
不
便
」　
・
4
%
、

34

「
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
施
設
や
体

制
が
不
十
分
」　
・
2
%
の
順
と
な

31

り
ま
し
た
。

【
各
種
施
策
の
満
足
度
・
重
要
度
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、　
項
目
の
施

32

策
に
つ
い
て
、
市
の
取
り
組
み
に
対

す
る
満
足
度
と
重
要
度
を
4
段
階
評

価
で
調
査
し
ま
し
た
。
左
上
図
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
満
足
度
と
重
要

度
を
点
数
化
し
、
相
関
を
示
し
た
も

の
で
、
満
足
度
が
低
く
重
要
度
が
高

い
Ａ
ゾ
ー
ン
に
あ
る
「
公
共
交
通
の

充
実
」「
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の

強
化
」「
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財

政
運
営
」
な
ど
は
、
今
後
も
市
が
よ

り
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
項
目
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
、
各
種
計
画
の
進
行
管
理
や

見
直
し
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
調
査
結
果
は
、
企
画
政
策

課
、
印
旛
支
所
、
本
埜
支
所
・
各
出

張
所
、
公
民
館
、
図
書
館
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
1
）。

　去る1月23日、今回のコンテスト入賞
者に板倉市長から表彰状が伝達されました
（右下写真参照）。
　このコンテストは、次代を担う小・中学
生が、日常の家庭や学校生活の中での体験
をもとに、犯罪・非行のない地域社会づく
りについて考えたこと、感じたことを作文
を通じて、社会を明るくする運動への理解
を深めてもらうことを目的に実施されてい
ます。
【千葉県作文コンテスト】
葛千葉県教育委員会教育長賞（特別賞）…
山本颯（滝野中1年）・「ぼくたちにできる
こと」葛千葉保護観察所長賞…山下龍元（小
林中1年）・「思いやりの言葉」葛千葉県中
学校長会長賞（奨励賞）…佐野友哉（原山
中2年）・「許すということ」葛佳作…伊藤
穂乃花（原山中2年）・「見て見ぬふりをし

ない社会」
【印西市作文コンテスト】
葛印西市推進委員長賞（市長賞）…神保空
聖（滝野中3年）・「一瞬の思いやり」葛教
育長賞…土屋伶奈（滝野小6年）・「あいさ
つ＝(イコール)絆」葛警察署長賞…細井
里紗（小林北小5年）・「いつもありがとう」

「
市
民
満
足
度
・
重
要
度
調
査
」
結
果
を
報
告

 印
西
市
は
「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
る
が
約
8
割

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

行
政
施
策
の
検
証
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
昨
年
8
月
に
市
民
3
街
0
0
0
人
を
対
象
に
「
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
。
１
街
６
０
０
人
の
回
答
を
も
と
に
、

結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

社会を明るくする運動作文コンテスト
～入賞者に表彰状～　

＜各項目の満足度と重要度＞

市政情報の公開・提供

低 高

低

高
公共交通の充実 健康増進・医療体制の強化

防犯・交通安全対策の強化

高齢者福祉の充実

効率的・効果的な行財政運営

地域福祉・社会保障制度の充実

道路網の整備・充実

雇用対策の推進

土地の有効利用・都市機能の強化

商工業振興・企業誘致

市政への市民参加

農業振興

国際交流・異文化理解の推進

観光振興

学校教育の充実
防災体制・災害対策の強化
児童福祉・子育て支援体制の充実

上下水道の整備

ごみ減量・リサイクルの推進
環境負荷低減・環境美化の推進

自然環境の保全・活用
障がい者（児）福祉の充実
公園・緑地の整備・保全

市民サービスの充実

住宅施策の推進
都市景観づくり

生涯学習の推進
スポーツの振興

地域コミュニティ活動の推進

文化・芸術の保護・振興

市民活動支援・パートナーシップづくり

満足度（平均2.69）

重
要
度
（
平
均
３
・
５
４
）

※数値は各項目の選択肢を１～４点で点数化し、
　満足度と重要度の評価点を算出したもの

印西市は４年連続で応募点数が県内印西市は４年連続で応募点数が県内一一

 第
　
回
全
日
本
ユ
ー
ス
U
　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）

１９

15

 ル
キ
ナ
ス
印
西
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ル
キ
ナ
ス
印
西
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブブ
U

が
出
場

U
　
が
出
場

1515

　
去
る
1
月
　
日
～
　
日
に
全
日
本

11

13

ユ
ー
ス
U
　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
三

15

重
県
で
開
催
さ
れ
、
市
内
に
拠
点
を

置
く「
ル
キ
ナ
ス
印
西
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
U
　
」が
関
東
地
区
代
表
で
初
出
場

15

し
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
各
地
方

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
全
国
　
チ
ー
ム

16

で
構
成
。
グ
ル
ー
プ
予
選
で
は
、
昨

年
度
の
全
国
優
勝
チ
ー
ム
と
3
位
の

チ
ー
ム
、
本
年
度
の
準
優
勝
チ
ー
ム

と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
対
戦
し
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
は
2
位
と
惜
し
く
も
決

勝
リ
ー
グ
に
は
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
初
出
場
で
全
日
本

ベ
ス
ト
8
入
り
を
果
た
し
、
大
健
闘

し
ま
し
た
。

引き締まった表情の上ノ坊監督と選手た引き締まった表情の上ノ坊監督と選手たちち

市民ふれあい懇談会を開催
北総線運賃問題の今後 ～運賃のさらなる値下げに向けて～
　印西市は昨年12月、北総鉄道に対
する補助金について、当初の合意どお
り、平成26年度をもって補助金を終
了することを決定しました。　この決
定について、板倉市長が市民のみなさ
んに経過を報告し、ご意見を伺う「市
民ふれあい懇談会」を開催します。
■時 2月22日臥・午後3時～5時。

■場 ふれあい文化館・多目的室（原）。
■内 テーマ「北総線運賃問題の今後～運
賃のさらなる値下げに向けて～」。
※駐車場に限りがありますので、公共
交通機関をご利用ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）、企画政策課交通政策室（緯内線
475・476）。　


